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1 はじめに
近年では、スマートスピーカーなどの対話システム
が社会に普及しており、人間と計算機の直感的なイン
ターフェイスとして、今後更なるニーズの高まりが期
待されている。自然言語処理分野でも対話研究が盛ん
になっている。
人間の対話には省略が多く現れるという特徴があり、
日本語の書き言葉には必須格名詞句の省略が見られる
ことが知られている。日本語の対話では、必須格名詞
句の省略に加え、述語の省略やその他文脈から明らか
な内容をもつものの省略が頻繁に起こる。
人間同士の対話では、省略されている要素を補って
理解することができるが、計算機では、省略要素を補
うことが難しく、既存のシステムを適用することがで
きない。
ccg2lambda [1]のような言語理論に基づく意味理解
システムは統語解析から始まるが、統語解析は入力が
完全な文であることを前提としており、対話のような
省略の多い文の処理は得意ではない。そこで、省略を
うまく復元することができれば、既存の自然言語理解
システムを、対話にも適用することができ、省略を含
む対話の意味処理を正しく行うことができると考えら
れる。
2 先行研究
対話における省略要素のアノテーションの先行研究
として、Quan+[2], Quan+[3]による中国語の研究が
挙げられる。中国語の省略を含む対話に対して、省略
された語・句・節等を復元した完全な文をアノテーショ
ンしている。Quan+[2], Quan+[3]は以下のような手
法でアノテーションを行っている。クラウドワーカーで
あるアノテーターが対話を一文ずつ読み、省略のある
文を検出する。省略がある文に対して、アノテーター
はその発話を、対話の文脈に応じて、省略を復元した
完全な文に書き換える。省略のない文に対しては、元
の文を維持する。
日本語の省略アノテーションコーパスとして、書き
言葉に現れる必須格名詞句の省略を扱った京都大学テ
キストコーパス [8]がある。京都大学テキストコーパス
は、述語に対して省略されている必須格名詞句を復元
したものである。このように、日本語の書き言葉に対
して現れる一部の省略の要素を対象にした研究は多く
あるが、日本語の対話に対して名詞句の省略や主題の
省略、述語の省略、格助詞の省略、提題助詞の省略、非
飽和名詞の意味的な項を補う省略、概言のムードに先
行する要素の省略、照応といった、日本語対話におけ
る複数の省略要素を対象とした研究はなされていない。
本研究では、名詞句以外の省略も対象とするため、

Quan+[2], Quan+[3]によるアノテーション手法を参
考にする。

3 アノテーション
本研究では日本語対話の省略アノテーションの設計
とコーパス構築することを目指す。これを実現するた
めに、省略がある対話データに対して、省略された語・
句・節、等を復元した完全な文にすることに加え、省
略の分類を定義し、分類ラベルをアノテーションする。
アノテーションをする対話データにはビジネス対話対
訳コーパス [4]を用いる。省略の分類は、小規模のア
ノテーションを繰り返し、改良を進めていく。本論文
では、現在の省略の分類の仕様とアノテーションガイ
ドラインについて説明する。
4 省略の分類
日本語の省略される要素は、名詞句、述語、助詞、等、
非常に多岐にわたる [7]。本研究では、省略のタイプを
必須格の省略、非飽和名詞の意味的な項を補う省略、
助詞の省略、疑問文における述語の省略、概言のムー
ドに先行する要素の省略に分類する。甲斐 [5](pp.2-3)

と益岡・田窪 [7](pp.170-171)と西山 [9](pp.33-39)の文
献を参考に分類した。
4.1 必須格名詞句の省略の分類
必須格名詞句の省略には統語的省略、談話・状況的省
略、場面依存的省略の 3種類の分類があり、これらは
以下のように説明できる。統語的省略とは，複文構造
において，生成文法では削除・コピー分析が適用される
ような名詞句の省略である。談話・状況的省略は、発話
に含まれた内容や発話が行われている場面の要素、そ
の時点で聞き手も共通の話題としている要素で、省略
を許される或いは省略をしなければならないタイプの
ものである [5]。場面依存的省略とは、甲斐 [5](pp.2-3)

に依れば、「発話が行われている場面を考慮すること
によって初めて発話の解釈が可能となるもの」(p.3)で
ある。本研究では、必須格名詞句の省略において、格
助詞である「が」「を」「に」「と」の省略のみを省略
と認めることにする。統語的省略、談話・状況的省略、
場面依存的省略の下位分類として、ガ格・ヲ格・ニ格・
ト格を設けた。以下、例 (1b)は例 (1a)の乙の発話に
あるニ格必須格名詞句の談話・状況的省略を復元した
文である。
(1) a. 甲：田中さんに会いましたか？

乙：ええ、会いました。
b. 乙：ええ、田中さんに会いました。

4.2 疑問文における述語の省略
疑問文における述語の省略とは、省略されている要
素が文脈から明らかである場合、主題を残して、述語
部分を省略することである [7]。以下、例 (2b)は例 (2a)

の乙の発話に現れる省略を復元した文である。例 (2b)

において復元された乙の「聞いたの」は『疑問文にお
ける述語の省略』と分類される。

(2) a. 甲：ねえ矢澤さん、もう聞いた？
乙：何を？

65



b. 乙：何を聞いたの？

4.3 助詞の省略
助詞の省略には、格助詞の省略と提題助詞の省略が
ある。
格助詞の省略とは、話し言葉において、発話が行わ
れる場面や文脈から格関係が明らかである場合、格助
詞「を」・「が」が省略されることである [7]。
提題助詞の省略とは、提題の「は」が話し言葉で多
くの場合省略されることである [7]。
以下、例 (3b)は例 (3a)の格助詞の省略を補った文
で、例 (4b)は例 (4a)の提題助詞の省略を補った文で
ある。
(3) a. 　その本取って。

b. 　その本を取って。
(4) a. 　これ、おいくらですか？

b. 　これは、おいくらですか？

4.4 非飽和名詞の意味的な項を補う省略
飽和名詞は単独で意味的に充足するものであるのに
対し、非飽和名詞はそれだけでは意味的に充足せず、
パラメータXを補うことによって意味的に充足するも
のである [9]。「NP1 の NP2」の NP1 が NP2 の意味
的な項となっている場合、NP2を非飽和名詞に分類す
る。非飽和名詞であるNP2に対して、NP2の意味的
な項である NP1 を文脈や場面に応じて補う。非飽和
名詞によっては、複数の意味的な項を補う必要がある
場合がある。
以下に非飽和名詞の意味的な項を補う省略の例を示
す。
(5) a. ウェイン、調子はどうです?

b. ウェイン、あなたの調子はどうです?

(6) a. (前に A社の施設の建物が全焼したという
対話があって)

だから市場への影響はないと私は思う。
b. だからA社の施設の建物が全焼したことの
市場への影響はないと私は思う。

例 (5b)は例 (5a)に現れる非飽和名詞である「調子」
の意味的な項を補った文である。例 (6b)は例 (6a)に
現れる非飽和名詞である「影響」の意味的な項を補っ
た文である。非飽和名詞「影響」はサ変動詞由来であ
り、「Xが Yに影響する」のように２つの項をとるた
め、例 (6a)で省略されている Xの部分を補う。
4.5 概言のムードに先行する要素の省略
概言のムードに先行する要素の省略とは、相手の言
葉に対して、自分が真であると断定できない知識や意
見を述べる場合に、「だろう」、「らしい」、「かもしれな
い」のような概言のムードを表す表現だけを残して、
先行する要素を省略することである [7]。
4.6 照応
照応とは、ある表現（代名詞など）が先行文脈によっ
て導入された要素を指示する現象であり、要素を導入
する表現を先行詞という。日本語の場合は述語の格要
素の位置に出現している代名詞が頻繁に省略されるが、

代名詞が省略されているとは考えずに、具体的な表現
が省略されていると考えるのでこの場合は「照応」と
は扱わず、「名詞句の省略」とする。代名詞が明示的に
表れている場合を「照応」と認める。
以下、例 (7b)は例 (7a)の乙の発話にある代名詞「彼
女」を、先行詞「花子」に置き換えた文である。
(7) a. 甲：花子はダンスが趣味です。

乙：彼女はダンサーですか？
b. 乙：花子はダンサーですか？

5 現状
日本語の対話に現れる省略の分類とアノテーション
ガイドラインを作成した。現状として、対話データに
対してアノテーションする際に、飽和名詞であるか非
飽和名詞であるか、または必須格であるか非必須格で
あるかの判断が難しい場合がある。以下に、実際にア
ノテーションをした際に飽和名詞であるか非飽和名詞
であるか判断が難しいと感じた例を示す。
(8) 景気はどうですか？

より信頼性のあるアノテーションを行うためにアノテー
ションガイドラインに言語学的テスト [6]を提示する
ことを考えている。言語学的テストは、日本語話者が
持つ言語直観をうまく利用することで、言語学の知識
がない人でも正しい判断を行えるように工夫されたも
のである。
6 おわりに
本研究では、日本語の対話データに対して、省略を
復元した完全な文の意味合成を得るために、省略があ
る文に対して、省略された要素を復元した完全な文を
アノテーションし、省略の分類を定義した。
今後の課題としては、アノテーションガイドライン
に言語学的テストを提示する等の更なる改良を加え、
ガイドラインに従ってコーパスを構築していく。
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